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すみよい生活環境をめざして
―足立区の公害―
現状と対策

▽
…
…
昭
和
三
十
年
後
半
か
ら
の
経
済
の
高
度
成
長
は
、
東
京
お
よ
び
…
…
△

▽
…
…
そ
の
周
辺
に
産
業
や
人
口
の
集
中
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
過
…
…
△

▽
…
…
密
化
を
引
き
起
し
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
人
口
と
産
業
が
過
…
…
△

▽
…
…
度
に
集
中
し
、
技
術
革
新
が
進
む
過
程
で
私
た
ち
の
生
活
と
健
…
…
△

▽
…
…
康
は
公
害
に
よ
っ
て
、深
刻
な
不
安
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。　
…
…
△

▽
…
…
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
現
象
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
工
場
…
……
△

▽
…
…
ビ
ル
・
自
動
車
を
主
原
因
と
す
る
大
気
汚
染
、
河
川
を
汚
濁
さ
…
…
△

▽
…
…
せ
る
工
場
排
水
と
生
活
排
水
、安
眼
を
妨
げ
る
各
種
の
騒
音
、…
…
…
△

▽
…
…
私
た
ち
が
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
よ
う
な
産
業
廃
棄
物
…
…
△

▽
…
…
と
一
般
の
ゴ
ミ
な
ど
、
私
た
ち
は

〝公
害
〟
と
い
う
人
類
に
と
…
…
△

▽
…
…
っ
て
い
ま
や
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
問
題
に
直
…
…
△

▽
…
…
面
し
て
い
る
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
△

▽
…
…
私
た
ち
が
公
害
問
題
と
真
剣
に
と
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
△

▽
…
…
の
は
、
自
ら
の
生
命
と
健
康
の
た
め
で
あ
り
次
の
世
代
の
た
め
…
…
△

▽
…
…
で
も
あ
る
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
△

大
気
汚
染
状
況

区
で
は
、
昭
和
四

卜
六
年
九
月
に
、
大

気
汚
染
測
定
車
を
購

入
し
、
同
年
十
月
よ

り
区
内
六
地
点
ヱ
呂

城
小
学
校
、
鹿
浜
中

学
校
、
舎
人
小
学
校

花
畑
第
一
小
学
校
、
蒲
原
中
学
校
、
西
新

井
小
学
校
)
で
、
一
週
間
づ
つ
巡
回
し
、

大
気
汚
染
の
状
況
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

測
定
結
果
(
西
新
井
小
学
校
は
工
事
中
の

た
め
、
休
測
中
)
の
平
均
値
は
、下
表
棒

グ
ラ
フ
に
示
し
た
と
お
り
で
す
が
、
工
場

等
が
密
集
し
て
い
る
宮
城
小
学
校
で
は
二

酸
化
硫
黄
、二
酸
化
窒
素
、
一
酸
化
窒
素

が
他
の
地
域
よ
り
高
く
な
っ
て
お
り
、
続

い
て
。
鹿
浜
中
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
や
は
り
宮
城
、
新
田
等
の
工
場

群
の
影
響
と
思
わ
れ
ま
す
。

燃
料
の
硫
黄
分

規
制
強
化
で
減
少

工
場
を
対
象
に
み
ま
す
と
、
区
内
の
工

場
の
産
業
活
動
は
。
近
年
ま
で
増
産
体
制

に
あ
っ
た
の
で
、
各
工
場
の
施
設
の
増
設

、
作
業
時
間
の
延
長
等
が
行
わ
れ
、
そ
れ

に
と
も
な
っ
て
燃
料
使
用
量
も
増
加
し
て

き
ま
し
た
。
重
油
中
の
硫
黄
分
を
規
制
し

て
も
、
使
用
す
る
燃
料
が
増
加
し
た
の
で

は
大
気
の
状
況
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
、

そ
れ
は
東
京
都
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

大
気
の
清
浄
化
を
め
ざ
し
て
、都
で
も
、

昭
和
四
十
八
年
六
月
一
日
に
、
燃
料
中
の

硫
黄
分
規
制
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
(
下
表
地
図
)
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
当
区
に
お
い
て
も
、
硫
黄
酸
化

物
の
量
は
約
四
〇
%
近
く
削
減
さ
れ
ま
し

た
。し

か
し
、
そ
れ
で
も
千
住
・
小
台
・
宮

城
・
新
田
の
地
区
は
、他
の
地
区
に
比
べ

大
工
場
が
密
集
し
、
使
用
燃
料
も
多
い
の

で
、
区
内
全
体
の
七
〇
%
以
上
の
硫
黄
酸

化
物
が
排
出
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

今
後
の
防
止
対
策
と
し
て
、
工
場
や
ピ

ル
等
は
規
制
値
を
相
当
下
ま
わ
る
低
硫
黄

分
の
重
油
の
使
用
、
排
煙
脱
硫
装
置
の
設

置
や
、
燃
料
の
灯
油
・
ガ
ス
化
等
を
推
進

し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

区内工場の昭和46年・48年9月における重油使用量および硫黄酸化物量
( 0は規制対象工場

なし)

区 内大 気汚染 状況
昭和49年4 月～12月

規制基準値

( 　　) 内旧基準値　 ※ 新しく設けられた基準

ま め ち し き ま め ち し き ま め ち し き

■
用
語
の
解
説

公
害
　
事
業
活
助
や
人
の
生
活
行

勳
に
よ
っ
て
自
然
や
生
活
環
境
の

破
壊
さ
れ
る
こ
と
。大
気
の
汚
染
・

水
質
の
汚
濁
・
騒
音
・
振
動
・
恵

臭
な
ど
の
た
め
。
人
の
生
命
・
健

康
が
そ
こ
な
わ
れ
、
快
適
な
生
活

が
阻
害
さ
れ
る
な
ど
。

公
害
病
　
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁

な
ど
い
わ
ゆ
る
公
害
に
よ
っ
て
起

こ
る
病
賀
の
呼
び
名
。
例
え
ば
、

水
俣
病
、
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
、
イ

タ
イ
イ
タ
イ
癇
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
。

環
境
基
準
　
「
こ
こ
ま
で
済
浄
に

し
て
お
き
、
こ
れ
以
上
の
汚
染
は

許
さ
な
ご

と
い
う
目
安
。
日
本

で
は
、
こ
れ
ま
で
硫
賈
酸
化
物
・

一
酸
化
炭
素
・
水
質
'
騒
音
に
つ

い
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
　
自
動
車
の
排

乱
か
又
を
主
と
し
た
ガ
ソ
リ
ン
の

燃
焼
や
、
石
油
系
燃
料
・
天
然
が

ス
の
燃
焼
で
発
生
す
る
窒
素
駿
化

物
や
炭
化
水
素
が
、
柴
外
線
を
受

け
て
化
学
変
化
を
起
こ
し
て
で
き

る
二
次
汚
染
勧
質
の
こ
と
。
夏
の

日
ぎ
し
が
強
く
、
風
の
弱
い
日
に

発
生
し
や
す
い
。
刺
激
性
が
強
く

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
鼻
や
気

管
帖
輳
を
刺
激
し
た
り
、
植
物
の

葉
が
息
に
枯
れ
た
り
す
る
。

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
　
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
の
主
成
分
で
あ
る
オ
ゾ
ン
、
窒

素
酸
化
物
な
ど
、
酸
化
性
物
質
の

総
称
。

オ
ゾ
ン
　
汚
染
大
気
(
窒
繁
酸
化

物
と
炭
化
水
素
等
)
に
太
陽
紫
外

線
が
あ
た
っ
て
生
ず
る
も
の
で

。

い
わ
ゆ
る
オ
キ
シ
I
kン
ト
の
約
九

〇
%
以
上
を
占
め
て
い
る
。〇
・
三
P
P
m

で
鼻
や
ノ
ド
を
刺
激
し
、

胸
部
を
締
つ
け
る
よ
う
な
感
し
が

あ
る
。

P
A
N
　
(

パ
ー
オ
キ
シ
ア
セ
チ

ル
ナ
イ
ト
レ
ー
ト
)
光
化
学
ス
モ
y

グ
に
生
成
す
る
有
機
遇
酸
化
勧

で
強
い
畋
化
性
の
物
質
。9
の
刺

激
物
質
と
い
わ
れ
て
い
る
。

硫
黄
酸
化
物
　
刺
激
性
の
強
い
腐

触
性
の
あ
る
有
毒
な
い
お
う
ガ
ス

の
こ
と
を
い
う
。
い
お
う
分
の
燃

焼
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
で

、
呼

吸
器
を
刺
巌
し

。
ゼ
ン
ソ
ク
、
気

管
支
炎
を
起
し
や
す
い
。

一
酸
化
炭
素
(
C
O
)
　

燃
料
の

不
完
全
燃
焼
な
ど
で
発
生
す
る
無

色
・
無
味
・
無
臭
の
気
体
。・
血
液

中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結
合
し
て

酸
素
欠
乏
症
を
起
こ
す
。

カ
ド
ミ
ウ
ム
　
天
然
の
亜
鉛
と
、一

緒
に
産
出
す
る
も
の
で
、
イ
タ
イ

イ
タ
イ
痾
の
原
因
物
と
も
な
る
。

シ
ア
ン
　
無
色
の
青
酸
基
の
液
体

人
聞
は
も
ち
ろ
ん
、
生
き
も
の
の

呼
吸
作
用
を
阻
害
し
、致
死
量
〇
・

〇
六
グ
ラ
ム
と
い
う
猛
毒
性
を
も

つ
。

ホ
ン
　
騒
音
計
で
測
っ
た
騒
音
の

大
き
さ
の
単
位
。
一
E
O

ホ
ン
を

超
す
と
痛
み
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
。

デ
シ
ベ
ル
(
d
B
)
　

振
助
の
大

き
さ
を
あ
ら
わ
す
単
位
。

P
C
T
　
P
C
B

と
構
遣
が
類
似

し
て
お
り
同
程
度
の
毒
性
が
あ
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。P
C
T

は
、

昭
和
一こ
○
年
か
ら
一
一
、
六
〇
む
t
(
P
C
B

の
1
一
2
0程
度
)
生
産
さ

れ
た
が
、
四
十
七
年
三
月
以
降
製

造
中
止
に
な
っ
て
い
る
。

A
F
-
2
(
エ
イ
・
エ
フ
・
ツ
ー
)

食
品
添
加
物
と
し
て
四
十
七
年
七

月
に
許
叮
さ
れ
。(
ム
ー
ソ
ー
セ

ー
ジ
・
立
腐
な
ど
に
合
成
殺
菌
料

と
し
て
哽
わ
れ
て
い
た
が
、
発
ガ

ン
性
が
確
認
さ
れ
、A
F
I
2

そ

の
も
の
と
、A
F
1
2

入
り
食
品

の
製
造
は
、
四
十
八
年
九
月
一
U

を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
る
。

総
量
規
制
　
総
量
規
制
と
は
、
排

出
物
中
の
汚
染
物
質
の
濃
度
を
も

っ
て
規
制
の
尺
度
と
す
る
濃
度
規

制
(
P
P
m

規
制
)
に
対
し
、
一

定
の
地
妓
又
は
時
間
内
に
お
い
て

排
出
さ
れ
る
汚
染
物
質
の
総
量
を

も
っ
て
観
制
の
尺
度
と
し
よ
う
と

す
る
規
制
方
法
。

産
業
廃
棄
物
　
企
業
な
ど
の
事
業

活
助
に
よ
り
生
ず
る
鹿
油
・
燃
え

が
ら
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

不
用
物
の
こ
と
で
、
廃
棄
な
ど
に

よ
り
、
公
客
を
発
生
さ
せ
る
。

B
O
D
　
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
。
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
が
、
水
中

の
有
機
物
質
を
酸
化
分
解
し
て
、

水
を
き
れ
い
な
状
態
に
も
ど
す
(
自

浄
作
用
)
に
必
嬰
な
水
中
に
含
ま

れ
て
い
る
酸
素
の
量
を
P
P
m

で

表
わ
し
た
も
の
。

D
O
　

溶
弃
酸
素
量
。
水
中
に
と

け
て
い
る
酸
素
の
こ
と
。
水
か
き

れ
い
な
ほ
ど
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

水
の
自
浄
作
用
、
水
中
生
勧
に
欠

か
せ
な
い
。

P
H
(
ペ
ー
ハ
ー
)
　
液
体
中
の

水
素
イ
オ
ン
濃
度
を
表
わ
す
単
位

値
。7
を
申
性
と
し
、
こ
れ
を
上

回
る
値
は
ア
ル
カ
リ
性
、
下
回
る

餓
は
酸
性
。

P
P
m
　
極
徴
餓
の
濃
度
を
示
す

単
位
で
、百
万
分
の
一
の
こ
と
。

す
な
わ
ち
空
気
一
立
方
一
中
に
亜

硫
酸
が
又
一
立
方
c
m
中
二
回

が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
亜
硫
酸
ガ
ス

濃
度
I
P
P
m

と
い
弋

S
S
　

水
中
の
浮
遊
物
質
。
一
定

量
の
水
を
取
水
し
て
ろ
遇
し

、
残

留
物
を
蒸
発
吃
燥
さ
せ
て
測
定
す

る
。P
P
m

で
喪
わ
す
。
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近
隣
騒
音
の
防
止
に

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

数
年
前
ま
で
の
足
立
区
は
、
田
園
風
景
の
見
ら
れ
る
二
十
三

区
内
で
も
静
か
な
環
境
の
良
い
区
で
し
た
が
、
都
市
化
が
進
む

と
と
も
に
、
団
地
や
住
宅
な
ど
が
多
く
建
設
さ
れ
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

音
は
聞
く
人
に
よ
っ

て
は
、
心
良
い
音
に

に
も
騒
音
に
も
な
り
、

人
の
日
常
生
活
に
お

よ
ぼ
す
影
響
が
大
き

く
、
な
か
で
も
隣
り

近
所
か
ら
の
騒
音
が

原
因
で
新
聞
紙
上
を

に
ぎ
わ
す
よ
う
な
こ

が
起
っ
た
都
市
さ
え
あ
り
ま
す
。

で
は
、
隣
り
近
所
の
騒
音
、
い
わ
ゆ
る

近
隣
騒
音
と
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
釶

近
隣
騒
音
の
代
表
的
な
も
の
に
、
ク
ー
ラ

ー
、
ピ
ア
ノ
、
ス
テ
レ
オ
、
大
の
鳴
き
声

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
苦
情
が
あ
り
ま
す

と
現
地
に
出
向
き
、
苦
情
内
容
を
十
分
考

慮
に
入
れ
て
指
導
を
行
い
解
決
を
計
っ
て

お
り
ま
す
が
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
な
し
に
は
解
決
は
不
可
能
で
す
。

足
立
区
を
住
み
よ
い
生
活
環
境
に
す
る

た
め
に
、
ぜ
ひ
区
民
の
み
な
さ
ん
に
は
次

の
点
を
ご
注
意
の
う
え

、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

「
ク
ー
ラ
ー
、
ピ
ア
ノ
、
ス
テ
レ
オ
等
を

使
用
す
る
場
合
」

一
、取
付
場
所
を
十
分
注
意
す
る
。

二
、窓
を
閉
め
る
。

三

、
防
音

、
吸
音
材
を
使
用
す
る
。

四
、
使
用
す
る
時
間
帯
を
注
意
す
る
と
と

も
に
管
理
を
良
く
す
る
。

「
犬

、
小
鳥
等
動
物
を
飼
う
場
合
」

一
、小
屋
等
設
置
す
る
場
所
に
注
意
す
る
。

二
、動
物
の
身
に
な
り
、管
理
を
良
く
す

る
。(
可
愛
い
い
鳴
き
声
で
も
、
他

人
に
は
う
る
さ
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
)

三
、
糞
な
ど
は
、
飼
主
が
注
意
し
て
始
末

す
る
。

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
の
コ
ン
ク
ー
ル

区
長
賞
に

公
害
の
部
　

末
武
伸
之
さ
ん
(

十
中
)

緑
化
の
部
　
亀
井
百
合
子
さ
ん
(
新
出
中
)

区
で
は
、
区
内
の
生
活
環
境
を
守
り
、

「
住
み
よ
い
町
づ
く
り

」
の
一
環
と
し
て

昨
年
区
内
中
学
生
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に

環
境
問
題
に
関
す
る
「
環
境
保
全
ポ
ス
タ

ー
」
を
募
集
し
ま
し
た

。
六
二
〇
点
の
応

募
作
品
を
慎
重
に
審
査
し
た
結
果

、
さ
き

に
発
表
(
区
の
お
知
ら
せ
一
月
一
日
号
)

し
た
と
お
り
、
次
の
方
々
か
入
選
い
た
し

ま
し
た
。(

敬
称
略
)

区
長
賞
に
入
選
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
環

境
保
全
翦
業
等
に
仙
川
し
、。外
地
域
か
ら

環
境
保
全
を
よ
び
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
入
選
し
た
作
品
の
展
示
会
を
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

■
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
(

会
場
の
都
人
‥で

金
賞
六
点
の
作
品
展
示
)
U

三
月
卜
三

日
～
十
九
日

■
教
育
セ
ン
タ
ー
=
三
月
ニ
ト
四
日
～
二

十
九
日

公
害
の
部

金
賞
(

区
長
賞
)

…
末
武
伸
之
(

十
巾
)

金
賞
・
:
宮
川
正
{

四
中
}
　

西
村
幸
f
(

同
)

銀
賞
…
浦
辺
映
子
(
二
中
)
　
佐
藤
敬
子
(

十
一
中
)
　
伴
伸
美
(
新
旧
中
)

銅
賞
…
真
保
信
之
(
四
中
)
　

竹
村
好
能
(

同
)
　

摘
和
江
(

同
)
　

金
川
啓
(

同
)
　

小
林
義
雄
(

五
中
)
　

新
堀
浩

一
　
(
十
中
)

佳
作
…
二
十
五
名

緑
化
の
部

金
賞
(
区
長
賞
)
…
亀
井
a
(
‥
f
(
新
旧

中
)
　

金
賞
…
佐
々
木
幸
心
(
青
井
中
)

田
中
裕
彦
(
同
)

銀
賞
…
寺
沢
吉
弘
(
四
中
)
　

佐
藤
美
心
f
(

束
綾
瀬
中
)
　

荻
野
谷
秀
幸
(
同
)

銅
賞
…
高
山
美
佐
f
(
五
中
)
　
鈴
木
映

子
(
七
中
)
　
柚
田
達
寛
(
十
中
)

萩
原
直
美
(
十
一
中
)
　
小
林
栄
子
(

東
綾
瀬
中
)
　
望
月
俊
夫
(
同
)

佳
作
…
二
十
五
名

公
害
の
部

金賞　
西 村幸子( 四 中)

区 長賞　
末武 伸之( 十中)金 賞　

宮川正( 四 中)

緑
化
の
部

金賞　
川中裕彦( 青井中)

区長賞　
亀井百合子( 新田中)金賞　

佐々木幸恵( 青井中)

環 境 騒 音
騒
音
に

は
、
工
場

騒
音
、
建

設
工
事
騒

音
、
交
通

騒
音
、
深

夜
騒
音
、

一
般
騒
音

な
ど
が
あ

り
ま
す
が

こ
れ
ら
を
全
部
含
め

た
、
い
わ
ゆ
る
「
環
境

騒
音
」
を
、
昭
和
四
十

九
年
の
六
月
か
ら
七
月

に
か
け
て
、
区
内
二
二

三
地
点
(
五
〇
〇
一
メ

ッ
シ
ュ
の
交
点
)
で
測

定
し
ま
し
た
。
次
の
地

図
は
そ
の
結
果
を
現
わ
し
た
も
の
で
す

。

こ
れ
を
み
る
と
、
環
状
七
号
線
沿
い
に
騒
音
の
高
い
地
域
が
集
中
し
て
お
り
、自

動
車
の
影
響
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
。国
道
四
号
線
沿
い
で
は
、こ

れ
に
比
べ
て
低
い
値
で
あ
る
の
は
、測
定

地
点
が
道
路
よ
り
離
れ
て
い
た
た
め
で
す
。

区 内 環 境 騒 音図
( 昭和49年6月～7

月測定)

旅
館
業
等
の
排
出
水

規
制
に
つ
い
て

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る

た
め
水
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
り
各
種
事
業

場
か
ら
の
排
出
水
の
規
制
が
強
化
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、

今
回
同
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ

新
た
に
旅
館
業
お
よ
び
試
験
、
研
究

、
検

査
業
が
法
の
規
制
対
象
と
し
て
追
加
さ
れ
、

全
国
的
に
排
水
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
現
在
営
業
し
て

い
る
既
設
の
施
設
に
つ
い
て
は
今
年
の
一

月
四
日
ま
で
に
届
出
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
ま
だ
届
出
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
す
み
や
か
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。
ま

た
今
後
新
た
に
こ
れ
ら
の
施
設
の
建
設
(

設
置
)

を
予
定
さ
れ
る
方
は
当
該
施
設
の

建
設
(
設
置
)
工
事
開
始
の
六
十
日
前
に

届
出
が
必
要
で
す

。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
都
公
害
局
水

質
課
こ
二
四
)
七
四
一
二

ま
た
は
、

区
公
害
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

光
化
学ス

モ
ッ
グ

毎
年
、
四
月
頃
に
な
る
と
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
が
発
生
し
は
じ
め
、
日
射
の
強
い
七

月
、
八
月
頃
に
は
発
生
回
数
も
多
く
な
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

昨
年
は
、
東
京
都
全
域
で
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
が
二
十
六
回
発
令
(
警
報
一

回
)
さ
れ
、
被
害
届
の
あ
っ
た
も
の
だ
け

で
も
二
千
名
を
越
え
て
い
ま
す
が
、
昭
和

四
十
八
年
と
比
較
し
ま
す
と
、
注
意
報
の

発
令
回
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
多
発
的
に
発
生
す
る
夏
の
時
期
に

雨
の
降
る
日
が
多
か
っ
た
の
が
原
因
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
足
立
区
は
東
部
地
域
に
含
ま
れ

昨
年
の
九
月
、区
内
に
初
め
て
基
準
測
定

点
が
鵬
根
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

防

止

対

策

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
す
る
原
因
は

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
と

炭
叱
水
素
が
主
原
因
と
い
わ
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
防
止
対
策
も
自
動
車
排
出

ガ
ス
対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
排
出
ガ
ス
規
制
だ
け

で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
は
困
難
で
、
自
動
車
走
行
量
の

大
幅
な
削
減
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
自
動
車
の
乗
り
入
れ
禁
止
や

駐
車
規
制
な
ど
、
交
通
規
制
を
強
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
量
を
削
減
し
、
通

勤
、
レ
ヂ
ャ
ー
な
ど
に
は
マ
イ
カ
ー
利
用

を
自
粛
す
る
よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
工
場
な
ど
の
対
策
と
し
て
は
、

排
出
規
制
を
行
う
と
と
も
に
、
排
煙
脱
硝

装
置
の
設
置
、
貯
蔵
能
力
が
五
万
リ
ッ
ト

ル
以
下
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
に
つ

い
て
も
炭
化
水
素
蒸
発
防
止
設
備
の
設
置

か
必
要
で
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

工
場
認
可
書
は
お
持
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
か

工
場
の
設
置
を
計
画
し
た
り
、工
場
の

建
物
・
設
備
等
の
増
設
を
計
画
し
た
場
合

に
は
、
工
場
設
置
(
変
更
)
認
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
工
場
の
設

置
(
変
更
)
認
可
を
受
け
て
い
な
い
工
場

は
至
急
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
認
可
を
受
け
た
工
場
は
、
認
可

工
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
示
板
を
外
か

ら
見
え
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
掲
示
さ
れ
て
い
な
い
方
は
至
急

表
示
板
を
掲
示
し
て
下
さ
い
。

認
可
等
の
申
請
や
、
問
い
合
せ
は
区
役

所
公
害
課
工
場
係
ま
で

光化学スモッグ注意報発令状況


